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Ｖｏｌ .253 ①教材活用シリーズ　数学の知識や技能だけじゃない！

                 取り組む姿勢や考え方の基本まで身につくワーク！

（Ｐ．４～５）

Ａ
Ｉ
時
代
に
外
国
語
を
学
ぶ
意
義

　

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程

部
会
の
下
に
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設

置
さ
れ
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
国
語
教
育
に
関
す
る
外
国
語

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
外

国
語
を
学
ぶ
意
義
の
再
定
義
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　

外
国
語
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
教
養
主

義
と
実
用
主
義
が
対
立
し
て
き
た
。
２
０
０
０
年
に
入

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
が
よ
り
重
視

さ
れ
、
実
用
主
義
に
強
く
シ
フ
ト
し
て
い
た
。
し
か
し
、

Ａ
Ｉ
時
代
を
迎
え
、
「
翻
訳
ソ
フ
ト
や
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え

ば
事
足
れ
る
。
外
国
語
を
学
ぶ
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
学
習
者
の
疑
問
に
対
し
て
、
単
な
る
実
用

主
義
で
は
正
対
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
外
国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
は
ど
の
よ
う
に
再
定
義
し
た
の
か
。
会
議
資
料
に
よ

れ
ば
、
外
国
語
を
知
ら
な
く
て
も
翻
訳
ソ
フ
ト
や
生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
情
報
の
授
受
を
行
え
る
が
、
外
国
語
に

よ
る
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
が
、
感
情

も
伝
わ
り
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
寄
与
で
き
る
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
人
間
関
係
が
豊
か
に
な
り
、
多
様
な

考
え
方
に
接
す
る
こ
と
で
自
分
の
考
え
な
ど
が
形
成
・

整
理
さ
れ
、
幸
福
な
人
生
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
ま
た
、

外
国
語
や
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
母
語
や
自
国
の
文
化
へ
の
メ
タ
認
知
も
促
進
さ

れ
、
言
語
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
く
理

解
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
国
内
外
の
多
様
な
他

者
と
の
共
生
・
共
創
を
可
能
と
し
、
よ
り
よ
い
社
会
へ

の
構
築
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

　

実
用
主
義
と
教
養
主
義
が
統
合
さ
れ
、
新
た
な
意
義

づ
け
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
「
な
ぜ
外
国
語
を
学
ぶ
の

か
」
と
問
わ
れ
れ
ば
、
人
間
関
係
を
豊
か
に
し
て
自
分

の
考
え
を
深
め
幸
福
な
人
生
を
歩
む
た
め
で
あ
り
、
言

語
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
よ
く
理

解
す
る
こ
と
で
多
様
な
他
者
と
と
も
に
よ
り
よ
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
で
あ
る
と
答
え
る
こ
と
に
な
る
。
教
科

書
や
教
材
の
内
容
も
こ
の
新
た
な
意
義
を
ふ
ま
え
て
作

成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第
36
期
学
校
教
材
調
査
会
英
語
科
専
門
委
員

信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
授

酒
井
　
英
樹
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一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
各
都
道
府
県
協
会
に
総
会
の
開
催
準
備
を
進

め
る
依
頼
文
書
を
４
月
24
日
付
の
メ
ー
ル
で
案
内
し
た
。

　

文
書
で
は
総
会
の
日
程
や
会
場
、
出
版
社
へ
の
出
席

要
請
の
有
無
な
ど
を
連
絡
す
る
た
め
の
手
順
を
記
載

し
、
各
協
会
へ
送
付
す
る
と
と
も
に
、
総
会
後
は
速
や

か
に
経
過
を
報
告
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

 

な
お
、
小
・
中
学
校
営
業
部
長
会
で
は
今
年
度
か
ら

都
道
府
県
協
会
の
担
当
出
版
社
制
を
廃
止
す
る
方
針

で
、
都
道
府
県
協
会
よ
り
総
会
へ
の
出
席
要
請
が
あ
っ

た
際
は
、
原
則
と
し
て
当
該
協
会
が
所
属
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
の
正
副
担
当
出
版
社
の
い
ず
れ
か
が
出
席
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
総
会
へ
の
出
席
要
請
の
有
無
は

早
め
に
連
絡
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
学
期
前
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
し
て
、
全
図

協
事
業
の
進
捗
状
況
や
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会

議
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
文
書
を
送
付
し
、
５
～

６
月
に
開
か
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
報
告
、
検
討
し
て

も
ら
う
よ
う
要
請
し
た
。

４
月
28
日

全
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
検
討
事
項
説
明
会
を
開
催

　

全
図
協
で
は
、
新
学
期
明
け
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で

の
検
討
事
項
に
関
す
る
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

い
た
。

　

各
都
道
府
県
協
会
の
協
会
長
、
小
・
中
学
部
会
長
を

対
象
に
65
名
が
参
加
し
、
検
討
事
項
の
詳
細
や
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
報
告
書
の
記
入
方
法
等
に
つ
い
て
幹
事
長
、
ブ

ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
委
員
長
、
事
務
局
よ
り

報
告
が
あ
っ
た
。

５
月
７
、
８
日

日
関
東
地
区
教
育
研
究
所
連
盟

　

令
和
８
年
度
第
一
回
委
員
会
・
総
会
・
研
究
協
議
会

開
催

　

日
本
図
書
教
材
協
会
が
加
盟
し
て
い
る
関
東
地
区

教
育
研
究
所
連
盟
で
は
、
令
和
８
年
度
の
総
会
諸
会
議

を
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
令
和

８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、
役
員
改
選
等
の
議
案
に

つ
い
て
承
認
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
協
議
会
で
は
、
基

調
講
演
と
し
て
、
山
梨
大
学
・
長
谷
川
千
秋
教
育
学
部

長
に
よ
る
「
教
育
委
員
会
と
の
大
学
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
教
員
養
成
・
研
修
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
や
、
各
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
取
り
組
み
報

告
な
ど
が
あ
っ
た
。

５
月
８
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

 

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
矢
田
恵
理
子
日
本

標
準
取
締
役
企
画
編
集
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
で
は
、
第

７
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
、

全
都
道
府
県
協
会
に
総
会
開
催
準
備
を
要
請
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教
育
行
政
の
動
向
や
教
材
の
在
り
方
、
生
成
Ａ
Ｉ
へ

の
対
応
、
教
材

の
複
製
や
公
衆

送
信
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
へ

の
対
応
、
広
報

活
動
、
校
務
支

援
・
採
点
支
援

シ
ス
テ
ム
へ
の

対
応
、
日
本
教

材
学
会
と
の
連

携
等
に
つ
い
て

状
況
確
認
と
検

討
を
行
っ
た
。

小学校編集部長会

2025 年度 拠出金一覧表 （小学校３学期）

協会名 拠出金額 協会名 拠出金額

北 海 道 5,692 福　 井 18,948

青　 森 7,841 京　 都 46,522

岩　 手 41,570 奈　 良 29,168

秋　 田 13,985 大　 阪 71,890

山　 形 6,662 和 歌 山 44,552

宮　 城 5,572 兵　 庫 99,787

福　 島 35,436 広　 島 105,774

茨　 城 80,681 鳥　 取 27,329

栃　 木 46,810 島　 根 28,701

群　 馬 44,571 山　 口 65,493

埼　 玉 408,020 徳　 島 21,225

千　 葉 26,035 愛　 媛 15,746

東　 京 404,500 高　 知 28,023

山　 梨 3,289 福　 岡 103,336

静　 岡 32,330 佐　 賀 6,461

三　 重 96,162 長　 崎 62,978

長　 野 56,703 熊　 本 38,705

新　 潟 24,876 大　 分 78,192

富　 山 21,209 宮　 崎 6,625

石　 川 35,618 鹿 児 島 58,970

合　計 2,355,987 

（円）

５
月
20
日

全
拠
出
金
、
２
０
２
５
年
度
小
学
校
２
・
３
学
期
分
、

中
学
校
後
期
分
を
41
協
会
へ
還
元
送
金

　

小
学
校
３
学
期
拠
出
金
２
３
５
万
５
、
９
８
７
円

が
加
盟
７
社
よ
り
納
入
さ
れ
た
（
左
表
参
照
）
。
事
務

局
よ
り
各
協
会
へ
は
小
学
校
２
学
期
、
中
学
校
後
期

分
と
ま
と
め
て
５
月
20
日
に
送
金
し
た
。

　

こ
れ
で
２
０
２
５
年
度
の
拠
出
金
事
業
は
終
了
し

た
。
年
間
で
小
学
校
１
、
３
８
０
万
３
、
０
８
９
円

（
前
年
比
３
・
80
％
減
）
、
中
学
校
４
７
９
万
８
、
２

２
８
円
（
前
年
比
３
・
18
％
減
）
総
計
で
１
、
８
６

０
万
１
、
３
１
７
万
円
（
前
年
比
３
・
64
％
減
）
と

な
っ
た
。
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は
じ
め
に

　

弊
社
の
数
学
の
ワ
ー
ク
は
、『
数
学
の
問
題
ノ
ー
ト
』

と
『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』
の
２
本
立
て
で
発
刊
し
て

い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
数
学
と
い
う
教
科
は
、
得
意
・

不
得
意
の
差
が
大
き
い
た
め
、
取
り
組
み
方
に
違
い
の

あ
る
教
材
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
よ
り
多
く
の
生
徒
達

の
助
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
な
か

で
、
今
回
ご
紹
介
す
る
『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』
は
、

み
ん
な
が
取
り
組
め
る
・
や
り
切
れ
る
こ
と
を
、
よ
り

重
視
し
た
内
容
・
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
数
学
が

苦
手
」
と
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
い
ク
ラ
ス
で
、
多
く

ご
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
教
材
で
す
。 数

学
の
知
識
や
技
能
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

取
り
組
む
姿
勢
や
考
え
方
の
基
本
ま
で
身
に
つ
く
ワ
ー
ク
！

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 188 回

企
画
の
狙
い
・
構
成

　

『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』
は
、
生
徒
み
ん
な
が
１
人

で
や
り
切
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
狙
い
で
企
画
・
編
集

し
ま
し
た
。
１
冊
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
問
題
に
振
り

返
り
先
を
示
す
こ
と
で
、
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
答
え
を

丸
写
し
す
る
」
と
い
う
事
態
を
防
ぎ
ま
す
。
生
徒
に
は

自
力
で
学
習
す
る
習
慣
が
身
に
つ
き
、
先
生
に
と
っ
て

は
添
削
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
り
ま
す
。

通
常
単
元

通
常
単
元

　

通
常
単
元
で
は
、
教
科
書
内
容
を
網
羅
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
お
さ
え
る
べ
き
内
容
を
「
ポ
イ
ン
ト
」
と

し
て
、
で
き
る
だ
け
細
分
化
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ

㈱新学社

『数学の基本ノート』
（中学１～３年生用 東書・啓林・標準版）

㈱新学社

クリエイト編集センター

の
た
め
、
単
元
の
内
容
の
ど
こ
が
理
解
で
き
て
い
て
、

ど
こ
が
理
解
で
き
て
い
な
い
か
を
把
握
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ポ
イ
ン
ト
内
の
例
題
と
、
そ
の
す
ぐ
下
の
問
題
が

対
応
し
て
い
る
た
め
、
問
題
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
例

題
の
考
え
方
を
す
ぐ
に
参
照
で
き
、
手
が
止
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

▲例題と問題がぴったり対応！
　みんなが取り組める！

１年 東40

A 基本をおさえよう

�

2-11ポイント 式を簡単にする① 教  p.77 例2

　4x＋3x 

＝（4＋3）x 

＝7x

　2x－6x

＝（2－6）x
＝－4x

例 1 文字の部分が同じ項を
1つの項にまとめる。

例 2

2-10ポイント 項
こう

と係
けい

数
すう

 教  p.76 例1

　8x－y の項と係数を答えなさい。
　加法だけの式の形になおすと、

8x－y＝8x＋（－y）

　

例

解

項
係数は8

項
係数は －1

答 項 … 8x、－y

xの係数 … 8

yの係数 … －1

  2-11ポイント

  次の計算をしなさい。
⑴ 2x＋7x　

⑵ 9a－4a

⑶ －8x＋2x

⑷ 6y－y　　

⑸ －2a－8a

　

知・技

2

係数が 1 や －1 のとき、
 1 がはぶかれているよ。

  2-10ポイント

  次の式の項と、文字をふくむ項の係数を 

答えなさい。
⑴ 3x＋5y　

 項

 xの係数 　yの係数

⑵ 6a－4b　　

 項

 aの係数 　bの係数

⑶ －7x＋ 3
8

 y＋2　　

 項

 xの係数 　yの係数

⑷ － a
2
＋b－ 3

4
　　

 項

 aの係数 　bの係数

知・技

1

加法だけの式の形になおしてみよう。

文字をふくまない部分も
 1 つの項と考えるよ。

－ a
2
＝－ 1

2
 a だね。

－y＝（－1）×y

－y の係数は
－1 だよ。

２章　［文字と式］　　　 教科書  p.76〜77

１ 次式の計算①4
「
ふ
り
か
え
り
ド
リ
ル
」

「
ふ
り
か
え
り
ド
リ
ル
」

　

各
章
の
基
本
事
項
を
網
羅
し
た
後
に
設
け
て
い
る

「
ふ
り
か
え
り
ド
リ
ル
」
で
は
、
入
試
問
題
を
用
い
て
、

そ
の
章
で
学
ん
で
き
た
内
容
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

章
末
章
末  

―
３
つ
の
企
画
―

―
３
つ
の
企
画
―

　

章
末
に
は
、
章
を
通
し
て
学
ん
だ
内
容
を
深
め
る
た

め
の
３
つ
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。

①
「
章
の
ま
と
め
」
は
、
知
識
・
技
能
と
思
考
・
判
断
・

表
現
の
２
観
点
構
成
で
出
題
し
て
い
ま
す
。
定
期
テ
ス

ト
前
の
確
認
や
、
そ
の
章
の
仕
上
げ
と
し
て
最
適
で
す
。

②
「
入
試
に
ト
ラ
イ
！
」
で
は
、
「
ふ
り
か
え
り
ド
リ
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ル
」
よ
り
も
少
し
難
易
度
の
高
い
入
試
問
題
を
出
題
し

て
い
ま
す
。
難
易
度
を
３
段
階
で
示
し
て
い
る
の
で
、

自
分
が
ど
こ
ま
で
解
け
る
の
か
、
力
を
試
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③
「
問
題
を
解
体
し
よ
ー
！
」
で
は
、
単
純
な
計
算
だ

け
で
は
解
け
な
い
入
試
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
穴
埋

め
形
式
の
細
か
い
誘
導
に
沿
っ
て
考
え
て
い
き
、
解
け

る
感
覚
を
味
わ
え
ま
す
。
見
通
し
を
立
て
、
要
素
を

切
り
分
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
一
見
難
し
そ
う
な
問

題
も
、
基
本
的
な
内
容
の
集
ま
り
だ
と
わ
か
り
、
最
後

に
は
、
「
解
き
切
れ
た
！
」
と
い
う
成
功
体
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
章
で
こ
う
し
た
体
験
を
積
み
重

ね
、
難
問
に
対
し
て
も
「
解
い
て
み
よ
う
」
と
思
え
る

意
欲
を
育
み
、
同
時
に
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
考
え

方
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
要
素
を
切
り
分
け
れ
ば
攻
略
で
き
る
」
こ
と
を
視

覚
的
に
伝
え
つ
つ
、
難
問
へ
の
心
理
的
な
障
壁
を
下
げ

る
た
め
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
い
ま
す
。

入
試
問
題
を
扱
う
理
由

　

『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』
で
は
、
入
試
問
題
も
多
く

扱
っ
て
い
ま
す
。
難
易
度
が
上
が
っ
て
し
ま
い
、
「
１

人
で
や
り
切
れ
る
」
と
い
う
狙
い
と
食
い
違
う
の
で

は
？ 

と
、
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
に
も
一
貫
し
た
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

制
作
開
始
前
、
企
画
に
つ
い
て
現
場
の
先
生
方
か
ら

ご
意
見
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
数

学
の
得
意
・
不
得
意
に
関
わ
ら
ず
、
生
徒
達
は
全
員
同

じ
入
試
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
切
実
な
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
意
見
で
、
最
終
的
に
は
高

校
入
試
に
も
「
１
人
で
」
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
入
試
問
題
を
扱
う
こ
と
も

必
要
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。　
　

　

と
は
い
え
、『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』
は
、
数

学
を
苦
手
と
し
て
い
る
生
徒
の
方
に
重
き
を
置
い

た
教
材
で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
「
振
り
返
る
」

「
細
分
化
し
て
考
え
る
」
と
い
っ
た
、
数
学
を
学

習
す
る
際
の
姿
勢
や
考
え
方
の
基
本
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
重
視
し
、
出
題
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』で
身
に
つ
け
た
力
で
、

入
試
問
題
に
も
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』
の
活
用
例

　

授
業
の
進
度
に
合
わ
せ
た
日
々
の
宿
題
や
、
テ

ス
ト
前
の
課
題
と
す
る
の
が
、『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』

の
主
な
活
用
法
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
授
業
終
わ

り
の
演
習
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
先
生
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
教
科
書
内
容
を
細
か
く
区
切
っ
て
扱
っ

て
い
る
た
め
、
当
日
学
習
し
た
内
容
の
反
復
と
し
て
使

い
勝
手
が
よ
く
、
難
易
度
の
点
で
も
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
取
り
組
め
る
も
の
な
の
で
、
基
礎
学
力
の
定
着
に
効

果
的
で
あ
る
、
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲「問題を解体しよー！」紙面抜粋

２年 東 51

STEP 1、 STEP 2  でつくった2つの方程式を連立方程式とみて解くと、 

 問題の答え

解が問題に適してい
るか確認しようね。

STEP 3 連立方程式を解いて、x、yの値を求めよう！　 2-7 ヘイおまち！

表の ア  、イ  にあてはまる式を求める。　　　 

ア　25×x＝25x

イ　 ×y＝

（平均値）＝｛（階級値）×（度数）の合計｝（度数の合計）  だから、0＋120＋ア＋イ＋90＋220
32

＝30

式を整理すると、  x＋  y＝106

 平均値の関係を表す式

をうめて式を
完成させよう！

それぞれの階級の
まん中の値が階級値
だったね。

（20＋30）÷2

STEP 2 度数分布表から平均値を求めよう！　 2-18、2-19

度数の合計＝32（人） を、xとyを使って表すと、 

 度数の関係を表す式

ax＋by＝c の形にしておくと、
連立方程式がつくりやすいよ！

STEP 1 度数の関係から方程式をつくろう！　 2-18、2-19

右の表は、あるクラスのソフトボール投げの記録を度
数分布表にまとめ、（階級値）×（度数）を計算する列を
加えたものである。この表から求めた平均値が 30 m で
あるとき、xとyの値をそれぞれ求めなさい。 （富山改）
　

� 　

階級（m） 度数（人）（階級値）×（度数）
 以上　  未満
 0 ～ 10  0   0

10 ～ 20  8 120

20 ～ 30   x ア
30 ～ 40   y イ
40 ～ 50  2  90

50 ～ 60  4 220

計 32

まずは解答の
下ごしらえ

中トロ

赤身

大トロ 大トロ・中トロ

3 もう1つ数量の関係はないか
な？

度数の合計が 32 人とわかって
いるので、度数の関係からもう 

1つ方程式がつくれそう！

1 求めたいのは？

表のxとyの2つの
文字の値

2 数量の関係を見つけよう！

「平均値が 30 m である」

度数分布表から平均値を求める方
法で、平均値を表してみよう。

どう解体するか見通しを立てよう！

連立方程式が利用できそう。
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行
と
合
同
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章
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と
四
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６
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確
率

７
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デ
ー
タ
の
比
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１
章
　
式
の
計
算

２
章
　
連
立
方
程
式

２章　連立方程式
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お
わ
り
に

　

教
科
書
で
学
ぶ
基
本
的
な
内
容
か
ら
入
試
問
題
ま

で
、「
１
人
で
や
り
切
る
」
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た

『
数
学
の
基
本
ノ
ー
ト
』。
是
非
一
度
、見
本
を
手
に
取
っ

て
、
そ
の
取
り
組
み
や
す
さ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１年 東42

A 基本をおさえよう

�

2-14ポイント 1次式の減法 教  p.78 例5

 （2a＋5）－（3a－1） 

＝（2a＋5）＋（－3a＋1） 
＝2a＋5－3a＋1

＝2a－3a＋5＋1

＝－a＋6

例
加法になおす。

かっこのない式に
する。

 2a＋5
－） 3a－1

⬇
 2a＋5
＋）－3a＋1
 － a＋6

2-13ポイント 1次式の加法 教  p.78 例4

　（2a＋5）＋（3a－1） 
＝2a＋5＋3a－1

＝2a＋3a＋5－1

＝5a＋4

　

例 かっこのない式に
する。

 2a＋5
＋）3a－1
 5a＋4

  2-14ポイント

  次の計算をしなさい。
⑴ （7x－8）－（4x－2）　　　

⑵ （5a＋2）－（3a＋4）

⑶ （－6y＋5）－（2y－9）

⑷ （4a－7）－（－3a＋1）

　

知・技

2
加法になおしてから
かっこをはずそう。

  2-13ポイント

  次の計算をしなさい。
⑴ （6x＋1）＋（2x－2）　　　

⑵ （－4x－3）＋（x－1）

⑶ （7a－4）＋（－2a＋8）

⑷ （3x－9）＋（－6x＋7）

　

知・技

1
そのまま、かっこを
はずそう。

筆算で計算すると
右のようになるよ。

文字の部分が同じ項どうし、
数の項どうしを加えよう。

２章　［文字と式］　　　 教科書  p.78〜79

１ 次式の計算②5

１年 東 43

�

基本を身につけようB
2-15ポイント 1次式（1次の項だけ）と数の乗除 

 教  p.79 例6、7
　3x×2＝3×x×2 

 ＝3×2×x

 ＝6x

 4a ÷2＝4a × 1
2

 ＝2a

例 1 順序を変えて
数どうしをかける。

例 2
逆数をかける。

  2-13、2-14ポイント

  次の2つの式の和を求めなさい。また、 

左の式から右の式をひいた差を求めなさい。
　5x－4、－9x＋3　　

 和 　差

  2-15ポイント

  次の計算をしなさい。
⑴ （－y）×（－8）

⑵ 
7
12

 b÷⎛⎝－
2
3
⎞
⎠

  2-7、2-14ポイント

  x＝－3 のとき、（7x＋2）－（x－10） の値を
求めなさい。

 

知・技

1

かっこをつけて式をつくろう。

知・技

2

分数でわるときも
逆数にしてかければいいよ。

知・技

3
もとの式を計算して簡単に
してから x の値を代入しよう。

  2-15ポイント

  次の計算をしなさい。
⑴ 2x×5　

⑵ 7y×（－2）

⑶ ⎛⎝－
1
4
a⎞⎠×4

⑷ 9b÷3　　

⑸ 
2
5

 x÷4

　

知・技

3

約分に気をつけよう！

4a÷2＝4a
2

  ＝2a

としてもいいよ。

２
章
　
文
字
と
式

１
章
　
正
負
の
数

３
章
　
方
程
式

４
章
　
比
例
と
反
比
例

５
章
　
平
面
図
形

６
章
　
空
間
図
形

７
章
　
デ
ー
タ
の
分
析
と
活
用

０
章
　
算
数
か
ら
数
学
へ

２
章
　
文
字
と
式

▲通常単元
　細かいポイント設定がご好評！
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０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
５
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
５
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

新
井
啓
美
・
岡
嶋
真
衣　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

三
重
県･

･
･

川
崎
尚
古
堂
（
尾
鷲
市
）

　
　
　
　

 
 
 
 

新
代
表
・
川
崎
咲
子

<

代
表
者
・
商
号
変
更>

　

東
京
都
（
小
学
）･

･
･

ア
カ
マ
図
書
教
材

　
　
　
　

 
 
 
 

→
ア
カ
マ
図
書
教
材
㈱
（
和
光
市
）

　
　
　
　

 
 
 
 

　

新
代
表
・
赤
間
智

　

先
日
開
催
し
た
営
業
部
長
会
で
は
、

新
学
期
商
戦
分
析
を
中
心
に
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
教
育
Ｄ
Ｘ
が
進
む
な

か
に
お
い
て
も
我
々
の
教
材
が
今
年
も

多
く
の
学
校
で
ご
採
用
い
た
だ
き
、
学
校
現
場
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
デ
ジ
タ
ル
を
中

心
と
し
た
採
用
に
見
直
す
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
お
り
、

紙
・
デ
ジ
タ
ル
を
問
わ
ず
有
益
で
適
切
な
教
材
提
供
が

難
し
い
場
面
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
保
護
者
へ
の
過
度

な
負
担
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
教
材
は
価
格
で
は
な
く
、
内
容
を
見
て
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

協
会
で
は
先
生
に
よ
る
主
体
的
な
教
材
採
用
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
製
販
で

協
力
し
な
が
ら
教
育
現
場
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
発
信
し
続
け
ま
す
。

（
Ｓ
）

編集
後記

 協 会 名
小学校 中学校

正　担当社 副　担当社 正　担当社 副　担当社
北 北 海 道

青葉出版 新学社 学宝社 図書文化社
東

北

青　　森
岩　　手
秋　　田
山　　形
宮　　城
福　　島

北

関

東

茨　　城

教育同人社 光文書院 図書文化社 正進社
栃　　木
群　　馬
埼　　玉

南

関

東

千　　葉

日本標準 文溪堂 秀学社 浜島書店

東　　京
東 京 中
神 奈 川
神奈川中
山　　梨

東

海

静　　岡

光文書院 正進社

正進社 教育同人社
愛　　知
岐　　阜
三　　重

北

信

越

長　　野

浜島書店 学宝社
新　　潟
富　　山
石　　川
福　　井

近

畿

滋　　賀

文溪堂 日本標準 新学社 東京法令出版

京　　都
奈　　良
大 阪 小
大 阪 中
和 歌 山
兵　　庫

中

国

岡　　山

正進社 教育同人社 東京法令出版 秀学社

広　　島
鳥　　取
島　　根
山　　口

四

国

香　　川
徳　　島
愛　　媛
高　　知

九

州

福　　岡

新学社 青葉出版 教育同人社 新学社

佐　　賀
長　　崎
熊　　本
大　　分
宮　　崎
鹿 児 島
沖　　縄

小・中学校営業部長会 ブロック担当一覧

（2027 年 7 月 31 日まで）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

【お問合せ・お申込は】 
 

一一般般社社団団法法人人  全全国国図図書書教教材材協協議議会会  
〒162-0831 東京都新宿区横寺町6４-２ 

Tel:03-3267-1041 Fax:03-3267-1047  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給給
付付((

保保
障障
））内内
容容  

  給給付付金金  11 口口  22 口口  

死 亡 保 険 金 200 万円 400 万円 

災害死亡保険金 400 万円 800 万円 

災害入院給付金 
(1 日あたり) 

 3,000 円  6,000 円 

障 害 給 付 金 140 万～20 万円 280 万～40 万円 

月月
掛掛
金金  

15 才～45 才 1,000 円 2,000 円 

46 才～55 才 1,600 円 3,200 円 

56 才～65 才 2,500 円 5,000 円 

66 才～70 才 3,500 円 7,000 円 

２０２４年度の配当金 
制制度度のの特特色色  


